
甲 第 ざ号証
JP 3952477 B2 2007.8.1 

:19)8拿国糟鰐庁(JP) (12)特許公報(B2)

(45) 発行日平鴫1“閂月1 日（'6111.8.1) (24) 翌鐸日

(Sil Int.Cl. F l 

C02F 1/48 (J!1118.01) C02F i/48 A 

801 J 99/92 (JIXJ6. 01) BOIJ 19/12 C 

C02F 1/  (2!D6.01) C02P l/30 

(I I)符許番号

特許罵寧4T1呈

— 平成19年5月 11B (2007.S. Iii 

請求項の数 6 （全 8 頁；

(21) 出願詈号

(22) 出願日

(65) 公開番号

(43) 公開日

蕃査讀京日

符.lli2004-Z54157 0唸oo.;ー254157)

平成16年9月 IEI(2004.9.1) 

符開2006-58621 (P2006-68621.~) 
平成18年3月 16日 (2006.3.16)

平成l6年 10月268 ぼ）04.10.26) 

(73) 符許襦者 598030'~8 
日本システム企面椋式会社

東京骨l渋谷区笹塚2-21-12

(74) 代理J、 100074239 
弁理士田辺艮徳

(72) 発明者咤野活行
東京酎渋谷区釜塚2-21-12 日本シ

ステム企蜃株式会社内

審査官富永正史

昂染頁に統＜

(54) ［発明の名杯］濡停活性化装置

(57) 【特許請求の範囲J

［諸求項 I J 
バイプに流れる流体を活性化させるために、バイプの外J計に虻設される流体活性体を備

えた流体活性化裟磁において、前記流体活性体は、複稲類の金属酸化吻の粉体を高温で焼

結させた照体放射焼結体と、この黒体放射焼結体より放射される電磁波を一定の波長に収
束させる坦滋波収束体とからなり、前記電磁波収束体は、 6 個以上の磁石を N 極と S 極が

互いに交互に配同して積庖 L 、これらの陪屈された磁石を 通する屯磁波通返穴が形成さ

れていることを特徴とする流体活性化装匿。

【甜求項 2 J 
パイプに流れる流体を活性化させるために、パイプの外瓶に配設される滋体活性体を佃 lO 

えた流体活性化装図において、パイプの外周にfa殺される 2 個一対の組立体とからなり、

組立体は、カバーと、このカバー内に樹脂で一体的に固定された流体活性体とからなり、
前記流体活性体は、複揺類の金脳酸化物のも）体を高温で焼結させた黒体放射焼結体と、こ

の黒体放射焼結体より放射される電磁波を一定の波長に収束させる電磁波収束体とからな

り、前記 2 個のカバーをパイプの外周に配設し、このカバーの両測に形成された固定部を

それぞれ締め付け呉で一［本的に固定してなり、前記電磁波収束体は、 6 il!I以1:の磁石を N
栃と S 極が互いに交互に配世して積屈し、これらの積屈された磁石を巨通する電磁波通過

穴が形成されていることを特徴とする流体活性化装匝。

［苗求項 3 J 
バイプに流れる流体を活性化させるために がイプの外J』に配設される流体活件体を価 20 
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えた流 汗性化 店において、訂記流 活性体は 複椎類の金腐酸化物の粉体を高混で焼

結させた黒体放 焼結体と、この黒体放射焼結体より放射される電磁波を一定の波長に収

束させる電磁波収束体とからなり、前記黒体放射焼結体の原料は、次の 7 桓の原料である

コバルト (Cobal t)、ニッケル (N i c k e I) 、マンガン (Man g anese

)、 (Co pp er) 、鉄 (I r o n) 、ポロン (Bo r o n) 、アルミニウム (A I 

um i n i um) を主成分とし、これらに次のネオジウム (N e o d v m i u m ) ｀プラ

セオジウム (Praseod y m i um) 、イットリウム (Y l t r i u m) 、ランサニ

ウム (Lan t hanum) 、セリウム (Ce r i um) 、サマリウム (S a rn a r 1 U 

m ユウロビウム (Euro pi um) 、ガドリニウム G a d o l i n i u m) 、テ

ルビウム (Terb i um 、ディスプロシウム O y s p r11s i urn) 、ホルミウム IO 

(Holm i um) 、エルビウム (E r b i um). ツリウム('f h t1 I i t1 ml 、イツ

テルピウム (Y tt erb i um) 、ルテチウム (Lu t e t i um) 、クロミウム(C:

hrom i um) の内の 5 種の金属酸化物を混合、即ち計 I 2 様の金属酸化物を混合して

形成されていることを特徴とする流体活性化装臨．

［諸求項 4 J 
パイプに流れる涜体を活性化させるために、バイプの外／乱に配設される流体活性体を儲

えた流体活性化装固において亀パイプ(/)外周に配設される 2 個―·対の相立体とからなり、

組克体は、カパーと、このカパー内に樹脂で一体的に固定された流体活性体とからなり

前記流体活性体は、複種類の金属酸化物の粉体を高温で焼結させた黒体放射焼結体と、こ

の黒体放射焼；；；体より放射される電磁波を一•定の波長に収束させる写磁波収束体とからな 20 

り、前祀 21111 のカバーをバイプの外周に配設し、このカバーの両側に形成された固定部を

それぞれ締め付け具で一体的に固定してなり、前祀黒体放芽··結体の尿料は、次の 7 種の

原料であるコバル；，（ Co b a I t)、ニッケル (N i c k e I). マンガン (Ma n g 

anese) 、銅 (Co pp er) 、鉄（ I r o n) 、ポロン (13 o r o n) 、アルミニ

ウム (Alum i n i um) を主成分とし、これらに次のネオジウム (Neod y m i u

m）、プラセオジウム (Pr as eocJ 1•m i um) 、イットリウム (Y t t r i um) 

、ランサニウム (Lan1hanum) 、セリウム (Cer i um) 、サマリウム (S a 

ma  r i um) 、ユウロビウム (Euro pi um) 、カ・ドリニウム G a d o l i n i 
um) 、テルどウム Terb i um) 、ディスプロシウム (D y s p r o s i um) 、

ホルミウム (Holm i um) 、エルピウム (Erb i um) 、ツリウム (Thul i u 30 

m) 、イッテルピウム (Y tt erb i um) 、ルテチウム (Lu t e ti um) 、クロ

ミウム (Chrom i um) の内の 5 種の金属酸化物を混合、艮ll ち計 I 2 種の金属酸化物

を混合して形成されていることを特徴とする流体活性化装igs

［諸求項 5 J 

前祀各磁石は非磁性体被覆で一体的に結合されていることを特徴とする甜求J負 1 又は 2 記

載の流体活性化装歴。

［諸求項 6 l 
前祀廻磁波通過穴は、固径 I,nm 以ドの微細穴よりなることを特徴とする甜求項 1 又は

旦記哉の流体活性化装臨。

゜

［発明の詳細な説明J 40 

［技術分野J

[ 0 0 0 I J 

本発明は、パイプ内を流れる流体をイオン化して活性化させる況体活性化装 1筏に関する

［背棗枝術 l

[ o o o 2 l 

従米の流体活性化装i社は、パイプの外測に永久磁石又は核磁気共嗚エネルギー発生体等

が記設された構成となっている（例えば持許文献 I 及び 2 奈照）。

［特許文献 I] 特公平 5-1863 :i号公報

［特許文献 2 l 1寺開 2000-9290 号公報 50 
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［発明の開示】

［発明が解決しようとすろ課垣J

[ 0 0 0 3 J 

流体の活性化をより促進させるには、磁性体の磁力密度が大きいほど好ましい。しかし

、特許文献 l で使用される磁性体は磁力密度に限界があり、十分な効呆を得ることが期待

でさない。これに対して特許文献 2 は． NMR 磁気共咀埋論に基づいているので、パイプ

内の流（本を非常に効率良く活性化させることができる。しかし、特許文猷 2 は特殊な磁性

体を用いるので、非常にコスト忘になるという問匪があっただ

[ o o o 4 I 
本発明の課頗は、安 rI11iで、かつ効果的に流体を活性化させることができる流体活性化装 10 

固を提供することにある。

［課垣をり釈決するための手段 l
[ o o o s l 
K．記課垣を解決するための本発明の諸求項 1 は、パイプに流れる流体を活性化させるた

めに、バイプの外周に配設される流体活性体を備えた流体活性化装臣において、前記流体

活性体は、複匝類の金媒酸化物の粉 9本を高温で焼結させた黒体放射焼結体と、この黒体放

射焼結体より放射される電磁波を•定の波長に収束させる毎磁波収束体とからなり｀ 1iij記

電磁波収束体は、 6 個以ート．の磁石を N 極と S 板が互いに交互に配 1公して し、これら 0)

招屈された磁石を只通する毎磁i皮通過穴が形成されていることを特徴とすろ。

[0006] 20 

上記森赳を解決するための本発明の諸求項 2 は、バイプに泊れろ流体を活件化させるた

めに、パイプの外周に配設される流体活性体を備えた流体活性化装目において、バイプの
外周に配設される 2 個一対の組tr.体とからなり、組立体は、カパーと、このカバー内に樹

脂で 体的に固定された流体活性体とからなり、前記流体活性体は、複推頚の金属酸化物

の粉体を為温で焼結させた黒体欣射焼結体と、この黒体放射焼結（本より放射される祖磁波

を一定の波長に収束させる電磁波収束体とからなり、前記 2 個のカバーをバイプの外周に

配設し、このカパーの両俳l iこ形成された固定部をそれぞれ締＆）付け具で一体的に固定上ユー

なり、前祀匈磁波収束体は、 6 個以上の磁石を N 匝と S_®\が互いに交互に配醤して積屈し

、これらの積屈された磁石を貸通する電磁波通過穴が形成されていることを特徴とする e

[0007] 30 

..t記謀垣を解決するための本発明の諸求項 3 は、パイプに流れる流体を活性化させるた

めに、パイブク）外周に配設される流体活性体を価えた没体活性化装既において、前記治体

活性体は、複匪類の金底酸化物の粉体を海温で焼結させた悪体放射焼結体と、この黒体放

射焼結体より欣射される咤磁波を一定の波長に収束させる電磁波収束体とからなり、前記

祟体放射焼結体の原料は、次の 7 極の原料であるコパルト (Co b a I t)、ニッケル（

N i c k e I) 、マンガン (Ma 「1 p.anese) 、絹（ Co pp er) 、鉄 (I r o n 

）、ポロン (Ooron) 、アルミニウム〈 Alum i n i um) を主成 とし これら

に次のネオジウム (!\e od ;-mi um) 、プラセオジウム (Pr as e od ;ｷ m_i__!r_m 

) イットリウム (Y tt r i um) 、ランサニウム (L a n t h a n u_lTI_l、セリウム

(Cer i um) 、サマリウム (Samar i um) 、ユウロピウム (Euro pi um 40 

）、ガドリニウム (G~dol i n i um). テルピウム (Terb i um) 、ディスプ

ロシウム (D y s p ros i um) 、ホルミウム (Holm i um) 、エルピウム (E r 

b i um) 、ツリウム (Thul i um) 、イッテルどウ /..(Y tt erb i um) 、ル

テチウム (Lu t e ti um) 、クロミウム (Chrom i um) の内の 5 椎の金属酸化

物を混合書即ち計 I 2 程の金属酸／ヒ物を混合して形成されていることを特徴とする流体活

性化怯笠。

[ 0 0 0 8 J 

1:記謀聰を解決するための本発明の諸求項 4 t;J:、バイプに流れる流体を活性化させるた

めに、パイプの外周に配設される流体活性体を備えた滋体活性化装漑において、バイプの

外周に配設される 2 個一対の組立体とからなり、組立体は、カパーと｀このカパー内に樹 50 
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詣で一体的に固定された流体活性体とからなり、前記流体活性体は 複椎類の金属酸化物

の粉体を決．i品で焼結させた黒体放射焼結体と、この思体放射焼結iムより放射される竜磁波

を一定の波長に収束させる可磁波収東体とからなり、前記 2 個のカパーをパイプの外，国に

配設し、このカバーの両側に形成された固定部をそれぞれ締め付け具で一体的に固定して

なり、前記黒体放射焼結体の原料は、次 0) 7 種の原料であるコパルト (C o __Q___jL___LJ_j、
ニッケル (N i c k e I) 、マンガン (Man g anese} 、洞 (C o_ pQ___f_____f_j、鉄

(I r o n) 、ポロン (Boron) 、アルミニウム (Alum i n i um) を主成分と

し、これらに次のネオ・ジウム (Neod y m i um} 、プラセオジウム (P r a s e o d 

, m i u ml 、イットリウム (Y (l r i u m) 、ランサニウム (L a n t h a rl u m) 

、セリウム (Cer i um) 、サマリウム (Samar i um) 、ユウロピウム (Eu r IO 

op i um) 、ガトりリニウム (Gadol i n i um) 、テルピウム (T e r b l u m) 

、ディスプロシウム D 、 s p ros i um) 、ホルミウム (Holm i um) 、エルビ

ウム (Erb i um) 、ツリウム {Thul i um) 、イッテルビウム (Y l t e r b i 

um  、ルテチウム Lute tium  クロミウム (Chrom i um) の内の 5 •.: 

の金属酸化物を混合、即ち計 I 2 桂 0)金屈酸化物を混合して形成されていることを持微と

する。

Co o o 9 J 
上記課器を解決するための本発B月の諸求項 5 は、前記諸求項 l 又は 2 において、前記各

磁石は非磁性体被覆で一体的に結合されていることを特徴とする。

[0010] 20 

ト記課超を解決するための木発明の甜求項 6 は、前記甜求項 1 又は 2 において、前記電

磁波通過穴は、直径 Imm 以ドの微細穴よりなることを特徴とする，

［発明の効呆 l

[ 0 0 I I I 
黒体放射焼結体は、幅広い波長の坦磁波を発生させている。この面広い波長の奄祖波は

、位相間の相互作用により、埒磁波が減衷すると同時に物寅の透返性がなくなる。しかし

、黒体牧射焼結体より放射された電屈波は、芍絣波収束体で収束されて波長の位相が第え
られ、特定のレーザー的マイクロ波が得られる。このレーザー的マイクロ波はパイプを透

過し、バイブ内に流れる水を活性化させることができる。

［発明を実施するための最良の形態】 30 

[ 0 o I 2 I 
本発明の流体活性化装逍の第 1 実施の形態を図 1 及び図 2 により説明する，，バイプ 1 の

外周には、 2 個一対の組立体 2A 、 2 B が紀設されている。組寸．体 2 A と 2 B は同じ構造
よりなるので、 In1 じ部材又は部分には lnl 一番号を付し、かつ符号 A 、 B は省賂し、必挺に

応じて番号の後に符号 A. B を付して説明する。

[ 0 0 I 3 I 
組立体 2 A 、 2 B は、ステンレス製のカバー I 0 内に固定された複数個の流体活性沐 2

0 を有している，この流体活性体 2 0 の構成については後記する。カバー I 0 は、円弧伏

の外慰部J 1 と、この外墜部 I I の両側端よりバイプ l llllllこ伸びた側壁部 I 2 と、この睛

墜部 I 2 よりパイプ 1 より外 1Uいこ疸角に伸びた固定部］ 3 とから形成されている，流体活 40 

性体 2 0 は、エポキシ樹脂 3 0 でカパー I 0 に一体的に固定されている。このような柄成

よりなる組立体 2A 、 2 B は、バイブ l (/)外周に配設され、固定部 I 3 にポルト 3 I 、 3

2 を通し、ナット 3 3 、 3 4 で締め付けることにより紐立体 2 A 、 2 B はバイプ l に固定

される。

[ 0 0 I 4 l 
流体活性体 2 0 は、黒体放射焼結体 2 I と、この黒体放射焼結体 2 1 より発生した竜磁

波を持定の波良に収束させる電磁波収束体 2 2 とからなっている。

Io o I 5 I 
黒体放射焼結体 2 I は、複栢類の金属酸化物を粉体化し、 I O O 0~1 1 0 0' じで焼

結処理して形成されている。前記金属酸化物の原料としては、次の 7 揺の原料であるコバ 50 



(5) JP 3952477 B2 2007. 8. I 

ー
．

ルト (Co b a I l) 、ニッケル (N i c k e I l 、マンガン (Man g anese) 、

飼 (Co pp er) 、鉄（（ r o n) ．ポロン (Bo r o n) 、アルミニウム (A I um  

i n i u rn) を主成分としている。そして、これらに次のネオジウム (Neod y m i u

m) 、プラセオジウム (Pr as eod l'llli um). ィットリウム (Y 1 1 r i ¥I ml 
、ランサニウム (r、 a n t h a I'r u m) 、セリウム (Cer i um) 、サマリウム (S a 
ma  r i um) 、ユウロピウム (euro pi um) 、ガドリニウム (Gadol i n i

um) 、テルピウム (Te r b i um) 、ギィスプロシウム (D y s p ros i um) 、
ホルミウム (Holm i um} 、エルピウム (Erb i um) 、ッリウム (Th u I i u 

m) 、イッテルピウム(y I I er b i ll m) 、ルテチウム (l. u l e l l u m) 、クロ

ミウム (Chrom i urn) の内の 5 栢の金属酸化物を混合、即ち計 1 2 種の金属酸化物 10 

を混合して形成するお

< 0 D I 6 l 
電磁波収束i* 2 2 は、図 2 に示すように、リング状の磁石 2 3 を 2 つに分割した分割磁

石 2 3 a 、 2 3 b となっており、この分割班石 2 3 a 、 2 :l b を多庖（実施の形惣は 8 屈
）に積屈して形成されている。磁石 2 3 は、 N 極と S 極を互いに交互に況留し、各陪石 2
3 は非磁性体被覆 2 4 で一体的に結合されている。これにより、屯椛波収束体 2 2 O) 中央

には、直径, 1 mm 以下の微細な電磁波通過穴 2 5 が形成されている。

[ o o 1 7 I 
次に作用について説明する。黒体放射焼結体 2 I は、福広い波長の誼磁波を発生させて

いる。この幅広い波長の営砲波は．（立相問の相互作用により、写磁波が減衰すると同時に 20 

物行の透過性がなくなる◇従って、黒体放射焼結体 2 1 を面接水に接触させれば、水を活
性化させることができるが、黒体放射焼結体 2 I o) 電磁波は、パイプ 1 を透過しないので
、パイプ 1 内に流れる水を活性化させることができない。本実施の形態においては．黒体

放射焼結体 2 1 より放射された屯椛波は、 N梱と S 躯を互いに交互に配閤した磁石 2 3 の

電磁波通過穴 2 5 を通過させることにより、波民の位相が揃えられ、特定のレーザー的マ
イクロ波が得られる。このレーザー的マイクロ波はバイプ 1 を透過し、バイプ 1 内に点れ
る水を活性化させることができる。水が活性化すると、洞知の如く、パイプ 1 内登の赤ii'i
が黒紡化され、パイプ 1 の閉塞字が改善され、赤箔腐食劣化は防止される。

< 0 0 I R J 
このように、流体活性体 2 0 は、金属酸化物を焼結した黒体放射焼結体 2 1 と、この黒 30 

体放射焼結（本 2 1 より発生した笛椛波を特定の波長に収束させる磁石 2 3 よりなる写磁波

収束体 2 2 とからなるので、特許文献 2 に用いる特殊の核磁気共嗚エネルギー発生体に比

べて大幅なコスト低減が図れろ。

Io O l 9 l 
本発明の第 2 実施の形態を図 3 及び図 4 により説明する．なお、前記突施の形態と同じ
又は相当部材には同一番号を付し、その詳細な説明は省略する。毎磁波収束体 2 2 は、前

記実施の形態と同様に、磁石 2 3 が多思（実施の形態は 8 TH} に積庖して形成されている

。磁石 2 3 は、 N 極と S 極を互いに交互に配沼し、各磁石 2 3 は非磁性体被覆 2 4 で一体
的に結合されている，電磁波収束体 2 2 には多数の直径 1mm 以下徴梱五ゴ且磁波通過穴 2

6 が買通して形成されている。 40 

[ o o 2 o I 
木突施の形歴においても、前記実施の形想と同様に、黒体放射焼結体 2 1 より放射され

た竜磁波は、 N 極と S 極を互いに交互に配滋した磁石 2 3 の写磁波通過穴 2 6 を通過させ
ることにより、波長の位相が揃えられ、特定のレーザー的マイクコ波が得られる。このレ

ーザー的マイクロ波はバイブ 1 を透過し、パイプ 1 内に流れる水を活性化させることがで

きる。

IO O 2 I J 
なお、J::記各突施の形態においては、 8 個の磁石 2 3 を積屈させた湯合について説明し

たが、 6 個以上を稜屈してもよい。

（図面の簡単な説明） 50 
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[ o o 2 2 l 
［図 1 】本発明の流体活性化装留の第 1 の実施の形恕を示し、 (a J !がl勺爾図、 (b iは

(a) の A-A線l!Jiilii図であるョ

［図 2 】図 1 の竜磁波収束体を示し、 (a) は正面図． ( b Jは平面図である。
［図 3 J本発明の流体活性（と装逍の第 2 の実施の形態を示し、 (a) は平面図、 (b) は

(a) の B - B 線断面図である。

［図 4 l 図 3 の霜磁波収束体を示し． （ a) ：よ正面図、 (b) は平面図である e

［符号の説明J

[ o o 2 3 l 
I パイプ

2.\ 、 2 B 組立体

I 0 カパー

l 3 固定部

2 0 流体活性体

2 I 黒体放射焼結体

2 2 霜磁波収束体

2 3 磁石

2 3 a 、 2 3 b 分割磁石

2 4 非磁性体被覆

2 5 、 2 6 雹磁波通過穴

3 0 工ボキシ樹脂

［図 I J ［図 2 J 
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［図 3J【図4 J 
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